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建築確認におけるBIM活用推進協議会 事務局

部会３「BIM を活用した建築確認
検査の実施検討部会」検討状況

（建築確認におけるBIM活用推進協議会
2023年度 検討状況）
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（１）検討体制

総会

理事会

検討委員会

［意匠検討チーム］
［構造検討チーム］
［設備検討チーム］

※：協議会の事務を処理するため、事務局を日本建築行政会議指定機関委員会に置く
※：作業部会には、必要に応じてBIMソフトウエアベンダー等が参加する

［戸建住宅等］作業部会
(事務局：住宅性能評価センター、確認

サービス)

［一般建築］作業部会
(事務局：日本ERI、日本建築センター)

［意匠検討チーム］

［一般建築］作業部会 ［戸建住宅等］作業部会

建築確認におけるBIM活用の在り方検討WG
（作業部会参加の設計者・審査者の各社１名程度で構成。
具体構成は、調整中。）

建築確認におけるBIM活用の在り方検討WG共同で検討建築確認におけるBIM活用の在り方検討WG



■取組内容

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

１) BIMを用いた整合性の高い確認申請図の作成とその審査手法の検討

２) 確認申請用CDE構築の検討

３) BIMデータを用いた審査の検討

２．国土交通省建築BIM推進会議及び各部会との連携した取組み、BIM活用に

係る課題検討等

３．BIM講習会支援を通じ、協議会成果の普及を推進
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（２）検討結果概要
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１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

１）整合性の高い確認申請図を用いた審査手法の検討

BIM図面審査における審査の定義（案）を検討した。

「BIM図面審査」とは、BIMデータから出力された整合性の高いPDF図面による審査方法である
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１）整合性の高い確認申請図を用いた審査手法の検討

確認申請図書作成ツール等の開発・普及（標準テンプレート等）にあたり、表現に係る

以下の①～④について検討した。

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

①凡例①凡例

②特記事項の整理②特記事項の整理

③有効寸法の表現③有効寸法の表現

④求積方法による
小数の整理

④求積方法による
小数の整理

凡例表現のルール

■検討の例（凡例）
・防火戸の性能の表現を追加（遮煙性能有無の添え字）
・遮炎時間、随時閉鎖式防火戸（煙又は熱感知式）及び大臣認定の添え字を整理
・新たな凡例として、幅を掲載
・その他、文言整理
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２）確認申請用CDE構築の検討

確認申請用CDEの仕様を検討するため、確認申請用CDEの利用を想定した「BIM図面審査」の
手順を検討した。

申請から確認済証交付までの流れ

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討
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３）BIMデータを用いた審査の検討

BIMデータ審査を定義するための素案を検討した。
「BIMデータ審査」とは、BIMデータに内包された情報をビューアにより審査ごとに適した
方法により表示し、確認することで、PDFによる図面を代替する審査方法である

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討
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３）BIMデータを用いた審査の検討

BIMデータに内包された情報用いた審査手法を検討するため、審査者による審査手順と内容に
ついて整理した。

意匠審査手順（抜粋） 構造審査手順（抜粋）

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討
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３）BIMデータを用いた審査の検討
昨年度検討したBIMビューア検証用環境に、BIM データから審査に必要な情報が自動表示
される機能や審査補助機能を追加し、BIMデータ審査に求められる条件や審査手法について
検証した。

検討したBIMビューア画面構成（床面積求積）

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

検討したBIMビューア画面構成（延焼の恐れのある範囲）

概 要項 目

国立研究開発法人 建築研究所から借用
・WEBベースで動作 ・Autodesk Forge（開発環境）
・Revitモデル、IFCモデル対応

BIMビューア

検証用環境
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BIM操作講習会 基礎編資料

講習会案内パンフレット

【開催概要】
基礎編と応用編を実施。

◆開催場所
《基礎編》
札幌、東京、名古屋、大阪、
広島、福岡 計１１回

《応用編》
東京、名古屋、大阪、福岡、
計８回

◆使用ソフト
Revit,Archicad, GLOOBE,
Vectorworksのいずれか

◆対象者
日本建築行政会議 正会員
（451特定行政庁、

144指定確認検査機関）

日本建築行政会議が実施する審査者向けBIM操作講習会を支援した。

３．BIM講習会支援を通じ、協議会成果の普及を推進



１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

⇒整合性の高い確認申請図を用いた審査手法の検討

⇒『BIM図面審査』の実施に向けた確認申請用CDE構築の検討

⇒『BIMデータ審査』に向けた基礎的要件の整理

２．国土交通省建築BIM推進会議及び各部会との連携した取組み、BIM活用に

係る課題検討等

⇒ 戦略WGへ進捗報告

⇒ 審査TF・標準化TF連携によるロードマップに基づいたタスクの実施

３．BIM講習会支援を通じ、協議会成果の普及を推進

⇒ 全国の特定行政庁、指定確認検査機関を対象として建築確認におけるBIM知識の普及
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まとめ



令和６年度は、令和５年度の活動を継続する予定である。

１．確認申請用 CDEにおける利用を想定した審査用プログラム等の仕様の検討

２．国土交通省建築BIM推進会議及び各部会との連携した取組み、BIM活用に

係る課題検討等

３．BIM講習会支援等を通じ、協議会成果の普及を推進

13

（３）令和６年度 活動案について


